






要約 

1)都立病産院 6施設において出生した正常成熟新生児 17,306 例にビタミン K2 シロップの

3 回投与を行ったところ,認めるべき副作用はなく,乳児ビタミン K 欠乏性出血症の発症を

認めなかった。この期間内の新生児出血性疾患(新生児メレナ)の発症は 6例で,投与開始前

の 7,552 例中の 6例に比し減少を示した。 

2)全国の新生児医療専門施設にアンケートを発送し調査した結果では,未熟児に対しビタ

ミン K 投与をルーチンに行っているのは 208 施設のうち 201 施設で,残りの 7 施設の内 6

施設はヘパプラスチン,PIVKA 等の検査を実施し,その結果が異常な児にのみ投与を行って

おり,投与を行っていないのは 1施設にすぎなかった。 

3)病的新生児に対しても 89.9%はルーチンに,7%は検査後にビタミン K の投与が行なわれ,

非投与施設は 3%にすぎなかった。 

4)正常成熟新生児に対しては,81.0%がルーチンに,11.4%が検査後に投与を行っており,ビ

タミン Kを投与していない施設は 7.6%であった。 


